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研究成果の概要（和文）： 

ヒト動作に伴う二関節筋特異な力学的・生理学的特性の役割を明らかにするために、二関節筋
の活動レベルを不随意的にコントロールし、ヒト動作中の二関節筋の長さと筋活動レベルが力
発揮にどのような影響を及ぼしているかを検討した。 
動作中に二関節筋の活動レベルをコントロールした力発揮能力は随意的筋活動における収縮特
性とは異なっていた。 
このことから、随意的筋活動における力発揮では、二関節筋による神経制御は重要な働きをし
ていることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The mechanical characteristics and physiological role of bi-articular muscles in human 
movement were investigated.   
The different mechanisms of voluntary and involuntary contractions underlying the force 
generating characteristics of bi-articular muscles in the lower limb multi-joint 
movements were shown.  
It has been shown that the mechanical characteristics and physiological role of 
bi-articular muscles that control the human movement are important in determining the 
human voluntary movements.   
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１． 研究開始当初の背景 
 
ヒト動作では各筋肉が力を発揮し、その力学
的エネルギーが腱を通して骨に伝わり目的

に沿った動作を達成させている。 
筋には一つの関節を跨いでいる単関節筋、二
つ以上の関節を跨いでいる複合関節筋(主に
二関節筋)に大別され、それぞれ異なった役割
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をしている。 
2 つ以上の関節運動を伴う複合関節動作では、
単関節筋と二関節筋が関与しており、二関節
筋は一端で伸張され他端で短縮する拮抗的
な活動が起きている。 
このことからヒト動作に関わる多くの筋の
中でも、特に二関節筋の複雑な神経-筋制御機
構はヒト動作を機能的に遂行する上で重要
な鍵であると考えられる。 
しかしながら、これまでヒト動作に伴う二関
節筋の活動様式や長さ変化と力発揮の関係
は推定の域でしか理解されおらず、実際に測
定しその特性を明らかにした例は存在しな
い。 
 
２． 研究の目的 

 
本研究では、ヒト動作における二関節筋の活
動様式や関節角度(筋長)の変化がどのように
力発揮に影響をしているかを可視化、定量化
する方法論を確立し、ヒト動作に伴う二関節
筋特異な力学的・生理学的特性の役割を明ら
かにすることを目的とする。 
 
３． 研究の方法 

 
二関節筋の活動レベルを不随意的にコント
ロールし、ヒト動作中の二関節筋の長さと筋
活動レベルが力発揮にどのような影響を及
ぼしているかを検討した。 
 
４． 研究成果 

 
ヒト動作中に二関節筋の活動レベルをコン
トロールした力発揮能力は随意的筋活動に
おける収縮特性とは異なっていた。 
このことから、随意的筋活動における力発揮
では、二関節筋による神経制御は重要な働き
をしていることが示唆された。 
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